
積込·取卸時間を詳細にコントロール、養生シート掛け作業を一部機械化 山口県

一［＿暉粕 j

，`
住宅建材の輸送

センコー山口営業所

山陽センコー運輸山口営業所

疇
一

r
積才Uヽウス

山口工場

r- -- - - -,
積フkハウス
九員閂吸流セ今

し』一
--『

L1:-—-傭送用の車両）⑪込作業） （市場）

► 荷 種：住宅用の建設資材

►輸送特性：積水ハウス山口工場では建設資材の製造のみならず、各種サプライヤか

ら荷受けし、センコーが伝票に基づき荷揃いし、センコーの作業員が積込作業を実

施する。山陽センコー運輸では、夕積み後、会社に戻り、翌朝、積水ハウス九州物流

センターヘ輸送する。

｀
 l

＼
／

注受 生産〉 呂王こ忙砂閑古〉数量検品〉関？〉

t   t t
荷役作業

荷揃い

ピッキング

t
0積込作業は、運転者は実施していな
い。

0繁忙期には作業員の再配置が実施さ

れているが、作業員が不足している。

0予定通りに、荷揃いできない場合、入門指定
時間を超過し、待機時間が発生する。

04種類の建設部材ごとに、工場から貨物が搬
送され、方面別、施主別に仕分けされる。

•
0荷揃いができず、入門時間が予定時間を超過
する場合、予め連絡がなされていない。

0貨物量が増加する時期は、積込みの各レーン

の待機時間が発生するため、各車両の入門時

間を調整する、その結果、入門前の待機時間が

発生するケースがある。 ．
0     4             14
レーンとなっているが、期末、月末等の貨物量

が増加する時期は、各レーンで待機時間が発
生する。

0期末、月末に受注が集中する傾
向がある。

0受注・輸送の平準が望まれる。
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視点 実証実験の内容

］芸言芦且雪！？誓絡烹す言塁ぶ霊日：
0各レーンにおける積込み作業時間の縮減
→各レーンの積込み作業時間は、待機時間に直結しているため、作業員を増員した場

合の時間短縮効果を検証

積込み時

待機時間を縮減

¢芦□9旦四攣ご□謬9讐竺‘卜掛け工程に着目し、
運転者の手作業から一部機械化し、作業時間を縮減

積込み時

作業時間を縮減
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時
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時
転
機

〇
＿
：
機
譴
待

¥nul
取卸し時

待機時間を縮減

凸四

取 取

戸 0鉄部材 ：平均2時間15分

0ホーム材：平均1時間59分

0鉄部材 ：平均1時間40分
 ▲35   ·▲26%)

0ホーム材：平均1時間3分
 ▲56   ·▲47%)鵬

|19二＇ 国

取

養生什環

―
．
·

01回当たり所要時間：
平均28分

01回当たり所要時間：平均20分
 ▲8   ·▲29%)

屈

鵬

060分間：5台の時間帯指定
(20分X3台）＋（20分X1台）

=80分

020分間：2台分の時間帯指定
→ 5台分で▲80分

      ii

..—  e ==下

• • ►． 発着荷主が中心となり、元請事業者の意見を反映し、適切な改善策が立案さ
れたこと。
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